
 
資料１  

   令和４ 年２ 月９ 日 第 12 回( 令和３ 年度 第２ 回) 編さ ん委員会資料 

 

「 港区教育史」 第 11 巻 く ら し と 教育編のカ バーデザイ ンについて（ 案）  

 

 

1 考え方（ 令和２ 年度第３ 回港区教育史編さ ん委員会決定）  

⑴  手に取り やすく 、 親し みがあるデザイ ン 

こ れまでの自治体史の堅いイ メ ージではなく 、 幅広い世代が手に取り やす 

いデザイ ンであるこ と 。 また、 視認性が高く 、 目立つデザイ ンであるこ と 。  

⑵  全巻を通し て統一感のあるデザイ ン 

教育史全巻を 通し て、 シリ ーズと 認識でき るよう な統一感を持たせるデザ 

イ ンであるこ と 。  

⑶ 令和の時代にふさ わし い、 新し い教育史を 感じ さ せるデザイ ン 

歴史的な背景を感じ さ せる、 また、 現代的なデザイ ンであるこ と 。  

※ く ら し と 教育編( 令和５ 年３ 月刊行予定) のデザイ ンについては、 通史編・ 資料

編( 令和４ 年３ 月刊行予定) と 一体感を保ちつつ改めて検討し ます。  

 

２ くらしと教育編カバーデザイン（案）（ 資料１ －２ 、 １ －３ 参照）  

 く ら し と 教育編 各案に共通する考え方 

⑴  内容を想起さ せるデザイ ン 

く ら し と 教育編のト ピッ ク スの一つである「 給食」 の昔と 現代の写真を用いる。 

⑵  通史編より 親し みがあるデザイ ン 

いき いき と し た子ども たちの写真を 用いる。   

案 Ａ Ｂ Ｃ 

考え方 ・ 昔の写真と 現代の写真と

の対比で構成し 、時代の変化

を表現。  

・ 通史編と の一体感を重視

し て配置。  

・ 地域と の関係を 象徴する

も のと し て、児童と 地域およ

び学校と の協力によっ て作

ら れた「 三光いろはガルタ 」

（ 昭和50年） を配置。  

・ 人物写真は円形に切り 抜

き、 親し みやすさ を強調。  

・ 未来へと 続く 子ども たち

の元気な笑顔を重視し 、 現

代の写真を多く 選定。  

・ 人物写真は円形に切り 抜

き 、 自由に配置する こ と

で、 親し みやすさ をさ ら に

強調。  

配色 通史編・ 資料編で使用し てい

ない落ち着いた茶色を採用。 

最終巻を締める意味で、港区

のシンボルマーク の江戸紫

色を採用。  

通史編第１ 巻に戻り 、 赤色

を採用 

※デザイ ン（ 案） で使用し ている写真は、編集過程で変更になる可能性があり ます。  

審議事項 

く ら し と 教育編のカ バーデザイ ン３ 案の中から １ 案を 決定し ます。  
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       令和４ 年２ 月９ 日 第 12 回(令和３ 年度 第２ 回)編さ ん委員会資料 

  
「 港区教育史」 通史編・ 資料編の刊行について 

 

１  概要 

  平成 28 年度から 編さ んを 進めてき た「 港区教育史」の内、通史編（ 全９ 巻）、

資料編（ 全１ 巻） を刊行し ます。  

   

巻 タ イ ト ル 頁数 

第１ 巻 港区の風土と 教育のあゆみ 250頁 

第２ 巻 明治期の教育 上 420頁 

第３ 巻 明治期の教育 下 373頁 

第４ 巻 大正期の教育 271頁 

第５ 巻 昭和期の教育 上 480頁 

第６ 巻 昭和期の教育 中 450頁 

第７ 巻 昭和期の教育 下 433頁 

第８ 巻 平成期の教育 上 440頁 

第９ 巻 平成期の教育 下 416頁 

第１ ０ 巻 資料編 442頁 

 

２  刊行予定日 

 令和４ 年３ 月１ 日（ 火）  

 

３  刊行部数（ 令和３ 年度第１ 回港区教育史編さ ん委員会決定）  

  380 部（ 配布・ 献本 322～332 部、 販売・ 予備 58～48 部 ※巻により 協力機関の数が異なるため） 

 

４  販売価格（ 令和３ 年度第１ 回港区教育史編さ ん委員会決定）  

  各巻 3, 500 円 

 

５  販売場所 

  区政資料室（ 港区役所３ 階）、 麻布地区総合支所、 赤坂地区総合支所、  

高輪地区総合支所、 芝浦港南地区総合支所、 港区立郷土歴史館 

 

６  周知方法 

  教育委員会「 ひろ ば」 1 月号、 広報みなと ３ 月１ 日号、 区ホームページ、 区

Ｓ Ｎ Ｓ（ Twi t t er 、 LI NE、 Facebook）、 デジタ ルサイ ネージ、 区施設チラ シ設置 

 

７  イ ンタ ーネッ ト での公開 

通史編・ 資料編をデジタ ル化し 、 Ｗeb サイ ト 「 デジタ ル港区教育史」 で公

開し ます。    
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「 デジタ ル港区教育史」 リ ニュ ーアルについて 

 

１  概要 

  区民の方々に港区の教育の歴史に親し みを 持っ ていただく ため、 令和２ 年

３ 月から 公開し ているＷeb サイ ト 「 デジタ ル港区教育史」 では、 既刊の港区

教育史の他、 編さ ん過程で発見さ れた貴重な歴史資料や映像等を 見るこ と が

でき ます。  

  令和４ 年３ 月１ 日刊行の「 港区教育史」 通史編・ 資料編を 、「 デジタ ル港区

教育史」 の新たなコ ンテンツと し て追加し 、本サイ ト を リ ニュ ーアルし ます。  

 

２  主なリ ニュ ーアルポイ ント （ 令和３ 年度第１ 回港区教育史編さ ん委員会決

定）（ 資料３ －２ 参照）  

( 1) 検索窓を ト ッ プページに配置 

( 2) 「 港区教育史」 通史編・ 資料編を 新規公開 

( 3) 資料編は、 以下の４ つのカ テゴリ に分けて掲載 

・ 年表 

・ 図表および統計資料 

  刊本に掲載するも ののほか、 参考と なる資料を 追加掲載 

  グラ フ 等については、 グラ フ と あわせて数値も 掲載 

・ 学校・ 教育関連施設 

・ 文書 

  既刊の資料編に掲載さ れている文書に加え、 通史編（ 平成期） の記 

述に関連する文書を掲載 

( 4) 通史編と 資料編を 相互にリ ンク  

     

  ※通史編・ 資料編を 搭載し た検証機によるデモンスト レ ーショ ン実施予定  

   

３  リ ニュ ーアル予定日 

  令和４ 年３ 月１ 日（ 火）  



「デジタル港区教育史」リニューアル

『港区教育史』令和４年３月１日に刊行する『港区教育史』をデジタル化し公開します。

検索窓

興味のあるキーワードですぐに検索できるよう、検索窓をトップページに配置します。

〈⽬次〉 〈テキスト形式〉

〈刊本形式〉

〈表紙〉

更新

通史編（第１～９巻）

キーワード検索が可能な〈テキスト形式〉と、刊本の版面がそのまま閲覧できる〈刊本形式〉の２つの形式で公開します。

資料編（第１０巻）※詳細は裏面

年表／図表および統計資料／学校・教育関連施設／文書

くらしと教育編（第１１巻）※令和５年３月公開予定

（編さん中のため、令和４年３月リニューアル時は開けません。）

見る・知る・伝える～港区教育アーカイブ～

区内の学校が保管してきた写真などの史料を取り上げ、
港区の教育の歴史をトピックスごとに紹介します。

〈コーナートップ〉 〈トピックス〉 〈画像ビューア〉

詳細検索

旧港区教育史 広報ひろば 港区の教育

昭和62年刊行『港区教育
史』上下巻、資料編一・二
を〈刊本ビューア〉で閲覧
できます。

昭和55年第１号から現在まで
の広報ひろばを閲覧できます。
今後も年度ごとに更新してい
きます。

昭和56年発行から現在までの
港区の教育を閲覧できます。
今後も年度ごとに更新してい
きます。

以下について、リニューアル後も引き続き公開します。公開中

公開中

新規公開
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（1）年表

通史編

ｓ

関連資料：【文書】●●●●

関連資料：【図表および統計資料】●●●●

関連資料：【年表】●●●●

関連資料：【学校・教育関連施設】●●●●

〈テキスト形式〉

通史編テキスト形式画面に、資料編の関連ページへの

リンクを作成します。また、資料編から通史編テキス

ト形式画面へのリンクも設け、相互に閲覧ができます。

昭和62年に刊行した教育史の資料に加え、新たに編さんしている現在までの資料を合わせて掲載します。

資料は、以下の４つのカテゴリに分けて掲載します。
資料編

新規公開

明治元年～令和３年３月までの教育に関連する事項を掲載します。また、時代背景を

つかみやすくするため、国・都・区の主な動きも並列した比較年表も掲載します。

（平成８年以降の事項は、今回の編さんで新たに追加する事項です）

（3）学校・教育関連施設 区立幼稚園、小学校、中学校の沿革

や、平成期の大きな変動である学校

の統合について、学校ごとに掲載し

ます。また、区内に数多く設置され

ている教育関連施設（国立･都立･私

立学校、教育委員会関連施設、区内

博物館･美術館･資料館等）の情報も

あわせて掲載します。

（4）文書（刊本掲載なし、Web版のみ）

明治の初期～平成７年度の既刊の資

料編に掲載されている文書に加え、

令和刊行の通史編（平成期）の記述

に関連する文書を掲載します。文書

の内容は、主に、教育の根幹となる

理念と理念を実現するための計画、

調査報告書や答申などです。

〈資料編インデックス〉

〈港区の教育関連事項年表〉 〈国・都・区の主な動きとの⽐較年表〉

（2）図表および統計資料

〈グラフ〉

〈表〉

現存する実状把握調査の数字を表やグラフで掲載し、

地域特性と変遷がわかる統計資料を掲載します。刊

本には通史編と密接に関係するものを重点的に掲載

しますが、Web版には、刊本に掲載するもののほか、

参考となる資料を追加し掲載します。
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「 港区教育史」 刊行記念イ ベント の実施について 

 

 

令和４ 年３ 月１ 日に、「 港区教育史」 通史編（ 全９ 巻）、 資料編（ 全１ 巻） を 刊行

し 、 Ｗeb サイ ト 「 デジタ ル港区教育史」 でも 公開し ます。 こ の刊行・ 公開を記念

し て下記の２ つの刊行記念イ ベント を開催し ます。 こ のイ ベント により 、「 港区教

育史」「 デジタ ル港区教育史」 の周知を図ると と も に、 その活用を 推進し ます。  

 

１  刊行記念講演会 

  目的：「 港区教育史」 通史編（ 全９ 巻）、 資料編（ 全１ 巻） の刊行の周知を 図る

と と も に、 令和５ 年３ 月刊行予定の「 く ら し と 教育編」 のＰ Ｒ と する。  

  日時： 令和４ 年３ 月 20 日（ 日） 11： 30～13： 00 

  場所： 港区立伝統文化交流館、 ZOOMによるオンラ イ ン 

  対象： どなたでも  

  定員： 会場参加（ 50 名、 港区在住・ 在勤・ 在学優先で抽選）   

オンラ イ ン参加（ 人数制限なし 、 事前申し 込み要）  

    講演： 港区における地域社会の変容と 学校 

  講師： 小林 正泰（ こ ばやし  まさ ひろ ） 先生 

（ 共立女子大学家政学部児童学科准教授、 く ら し と 教育編執筆・ 監修者）  

 

２  教員向けワーク ショ ッ プ 

  目的：「 デジタ ル港区教育史」 の周知を 図ると と も に、 その活用を 推進する。  

  日時： 令和４ 年３ 月５ 日（ 土） 13： 30～16： 30  

  場所： Zoomによるオンラ イ ン 

  対象： 教材化枠： 港区の公・ 私立（ 小学校～高等学校） の教員・ 学校司書、  

図書館員、 港区立郷土歴史館員 

     視聴枠： どなたでも  

  定員： 教材化枠（ 15～20 名程度）、 視聴枠（ 人数制限なし ）、 事前申し 込み要 

タ イ ト ル： 港区のデジタ ルアーカ イ ブ資料を活用し た「 教材化」 ワーク シ 

ョ ッ プ  ～I CT と 地域の資料を 楽し く 使いこ なし て、 児童生徒がワ

ク ワク する面白い教材を 一緒に作り ませんか？～  

  フ ァ シリ テータ ー： 大井 将生（ おおい まさ お）  

（ 東京大学大学院学際情報学府、 TRC-ADEAC特任研究員）  



港区における
地域社会の変容と 学校
港区の地における150年を超える教育のあゆみを体系的に記録し 、分かり やすく 親し みやすい、

後世に語り 継いでいける港区教育史を編さ んしています。この刊行を記念して講演会を開催いたし ます。

皆様のご来場をお待ち申し 上げております。

講演内容

明治維新以降、港区域は産業革命や関東大震災、戦時中の空襲、高度

経済成長など、激動の歴史をたどってきまし た。そうし た地域社会の

変容にとも なって、学校教育のあり方も 様々な変化を遂げています。

今回の講演では地域社会と 学校の関係を、教育史編さ ん過程で発見

さ れた貴重な歴史資料を紹介し ながら 解説します。

講師： 小林 正泰 　 先生

共立女子大学家政学部児童学科准教授。東
京大学大学院教育学研究科博士課程修了。
博士（ 教育学）。東京学芸大学教育学部特任
講師などを経て現職。主要著書に『 関東大震
災と「 復興小学校」』(勁草書房2012年)など。

『 港区教育史』刊行記念講演会

〒105-8511　 東京都港区芝公園1丁目5番25号
港区教育委員会事務局教育推進部教育長室教育史編さ ん担当
TEL　 03-3578-2829　 FAX　 03-3578-2759

お問い合わせ

港区立伝統文化交流館にて参加費無料

対 象 どなたでも

定 員 会場参加　 50名（ 港区在住・ 在勤・ 在学優先で抽選）／オンライン参加　 ※事前申込要

会 場 港区立伝統文化交流館   JR「 田町」駅 東口　 徒歩８ 分 / 都営地下鉄「 三田」駅　 徒歩９ 分

申し 込 み 会場参加： 1月17日(月)～3月8日(火) 

港区ホームページの申し 込みフォームからも申し 込めます。

抽選結果は、3月10日（ 木）以降にハガキでお知らせします。

オンライン参加： 1月17日(月)～3月15日(火)

港区ホームページの申し 込みフォームへ。 

（ 受付時間： 午前9時(初日は午後2時)～午後5時）

3
20

11時30分開演

日

日 時 3月20日（ 日）11時30分開演　（ 11時開場、13時終了予定）

みなとコ ール　 03-5472-3710  へ。 

第2回 

伝統文化フェスティ バル

～落語、講談、マジック、漫才にコンサート 等々～ 
日本の伝統文化や芸能を存分に味わえる夢のイベント！ 

お問合わせ： 03（ 3455）8451

＊詳細はKissポート 2・ 3月号をご覧く ださ い。 

今年も やって来まし た！！笑顔になれる3日間

【 内容】

3/19（ 土） 伝統文化交流館活動団体発表会 

3/20（ 日）・ 21（ 月/祝） 

浪曲、沖縄伝統舞踊、日舞、講談、紙切、二胡/ギタ ー、漫才、尺八、

小唄、落語、義太夫節、和妻など



港区教育史

https://trc-adeac.trc.co.jp/Htm l/Usr/1310305200/

デジタル港区教育史

港区の地における150年を超える教育のあゆみを体系的に記録し 、分かり やすく
親し みやすい、後世に語り継いでいける港区教育史を編さ んしています。

昭和62年に刊行した『 港区教育史』（ 上・ 下巻）に、注釈とコラムを追加しています。

第10巻 資料編 

昭和62年に刊行さ れた『 港区教育史』（ 下巻）と 平成９ 年に刊行さ
れた『 港区教育史』（ 資料編２ ）の内容を受け継ぎ、平成８ 年以降
の事項を追加しています。

▶ 明治元年から令和２ 年度までの教育史年表

▶ 地域特性と 変遷がわかる図表および統計資料

▶ 学校教育関連施設

　 　 区立幼稚園･小学校･中学校の沿革と 現況　 ほか 

販売場所

子どもの生活と 教育・ 区民の生活との関係や地域と 学校との関わりなど、行政
の文書から読み取れない学校の史資料を基に、全1４ テーマを掲載します。

港区役所3階区政資料室

麻布地区総合支所

赤坂地区総合支所

高輪地区総合支所

芝浦港南地区総合支所

港区立郷土歴史館

第８ 巻・ 第９ 巻

第１ 巻～第７ 巻

第11巻   くらしと教育編（ 令和５ 年３ 月刊行予定）

第１ 巻

第２ 巻・ 第３ 巻

第４ 巻

第５ 巻～第７ 巻

港区の風土と 教育のあゆみ

明治期の教育

大正期の教育

昭和期の教育

平成期の教育史を対象として、テーマ別に新規に執筆しています。

第８ 巻

第９ 巻

概説/幼児教育の再編/小学校教育の再編/中学
校教育の再編/特別支援教育の展開

諸学校の状況/教職員の状況/教育行政の改革
/生涯学習の推進

価格 各巻3 ,5 0 0円

書籍タ イプのも のをお買
い求めいただけます。

インタ ーネット で　 だれでも・どこにいても

港区教育史と 関連資料を閲覧できます ！

https://trc-adeac.trc.co.jp/Html/Usr/1310305200/
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○港区教育史編さん委員会設置要綱 

平成２８年１２月２０日 

２８港教庶第２９９０号 

（設置） 

第１条 港区教育史の編さんを円滑に推進するため、港区教育史編さん委員会（以下「委員

会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

（１） 港区教育史の編さん方針に関すること。 

（２） 港区教育史の編集計画に関すること 

（３） 港区教育史の構成及び内容に関すること。 

（４） 港区教育史編さんの推進に関すること。 

（５） その他港区教育史編さんに関し、教育長が必要と認める事項。 

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる者で教育長が委嘱し、又は任命する委員１１人以内をもって

組織する。 

（１） 学識経験者 ２人以内 

（２） 区関係団体から推薦を受けた者 ３人以内 

（３） 区職員 ３人以内 

（４） 校園長 ３人以内 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱又は任命の日から教育史編さんが終了する日の属する年度の末

日までとする。ただし、委員に欠員が生じた場合における補充した者の任期は、前任者の

残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、委員のうちから委員の互選により選出し、会務を統括する。 

３ 副委員長は、委員のうちから委員長が指名し、委員長を補佐し、委員長に事故があると

きは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会は、委員長が招集する。 

参考資料 1 
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２ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して委員会への出席を求め、

その意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、教育委員会事務局教育推進部教育長室において処理する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会

に諮り定める。 

付 則 

この要綱は、平成２９年１月１０日から施行する。 

付 則 

この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

 



令和４ 年２ 月９ 日第12回( 令和３ 年度 第２ 回)  教育史編さ ん委員会資料

( 令和４ 年１ 月１ 日現在)

氏　 　 　 名 所　 属　 ・ 　 役　 職　 等

学識経験者 小
こ

国
く に

　 喜
よ し

弘
ひろ

東京大学 大学院教育学研究科教授

学識経験者 浅井
あ さ い

　 幸子
さ ち こ

東京大学 大学院教育学研究科教授

区関係団体推薦 出野
い で の

　 泰正
やすまさ

港区中学校Ｐ Ｔ Ａ 連合会 元会長

区関係団体推薦 今野
こ ん の

　 由理子
ゆ り こ

港区スポーツ推進委員協議会 前会長

区関係団体推薦 星野
ほ し の

　 智仁
と も ひ と

港区青少年委員

区職員 浦田
う ら た

　 幹男
み き お

港区教育長

区職員 星川
ほしかわ

　 邦昭
く に あ き

教育委員会事務局 教育推進部長

区職員 湯川
ゆ か わ

　 康生
や す お

教育委員会事務局　 学校教育部長

校長 釼持
けんもつ

　 利行
と し ゆ き

高松中学校 校長

校長 宮﨑
みやざき

　 直人
なお と

赤羽小学校 校長

園長 原田
は ら だ

　 恵子
け い こ

芝浦幼稚園 園長

港区教育史編さ ん委員会　 委員名簿

参考資料２



令和２(2020)年５月19日　令和２年度第１回編さん検討会資料  　  令和２(2020)年５月19日　第１回検討会  　  

令和２年４月１日現在

港区教育史編さん体制図 (案)

監 修 者 ・ 執 筆 者

港区教育史編集事務局

【役割】 教育史編さん事業全体の事務局

【構成】 教育長室長 《事務局長》、教育指導担当課長

教育総務係長、教育史編さん担当

港区教育史編さん委員会

【役割】 教育史編さん方針・内容に係る重要事項の決定機関

【構成】 学識経験者、教育関係者、教育長、教育推進部長

学校教育部長、校園長

[事務局・支援事業者]

港区教育史編さん検討会

【役割】 教育史編さんに係る編さん方針・編集内容の検討、実務的

な事項等の決定機関

【構成】 《委員長》 教育推進部長、学校教育部長、教育長室長

生涯学習スポーツ振興課長、図書文化財課長

学務課長、学校施設担当課長、教育指導担当課長

[事務局・支援事業者]

監修者会議

【役割】 教育史編さんの監修・執筆・編集に関わる会議体

【構成】 全体監修者、部分監修者、教育長室長

[事務局・支援事業者]

執筆者会議

【役割】 監修者会議の下部組織

各分野の執筆・編集の詳細を立案・実行する会議体

【構成】 各部会部分監修者、各部会執筆者

[事務局・支援事業者]

序章～第

６章検

証・解題

部会

「くらしと

教育」編

制作部会

幼児教育・

小学校教育

部会

中学校教

育・特別支

援教育部会

社会教育・

教職員

部会

教育行政・

諸学校

部会

第７章 （生涯学習時代の教育～平成期の教育

全 体 監 修 者
（港区教育史編さん委員

部 分 監 修 者

執 筆 者

支援事業者 （TRC丸善ADEACグループ）

【役割】 教育史編さんに関わる全般の支援

参考資料３



参考資料４ 
 

令和２(2020)年１月30日 第７回(令和元年度 第１回)編さん委員会資料 

 

(第１回港区教育史編さん委員会平成 29(2017)年１月 17 日決定) 
(第３回港区教育史編さん委員会平成 29(2017)11 月 17 日改正 ※編さん期間の変更) 

 

港区教育史編さん基本方針 

 

港区教育委員会は、 平成29 年３ 月15 日に区政 70 周年を迎えるのを機に、 昭和62 年

の「 港区教育史」（ 上・ 下巻）、 平成９ 年の「 港区教育史」（ 資料編１ 、 ２ ） の刊行から経

過した港区教育史を、 以下の方針に基づき新たに編さんします。  

 

１  基本方針 

⑴ 江戸時代後期から始まる「 寺子屋」 以降、 この港区の地における 150 年を超える

教育の歩みを体系的に記録し、 後世に語り 継いでいける教育史とします。  

⑵ 歴史的事実、 学術的研究を基に、 教育史の編さんを行います。  

⑶ 図表や写真等を多く 用い、 分かり やすく 親しみやすい、 区民が身近に感じられる

教育史とします。  

⑷ 区民との協働で編さんを行う ことにより 、 愛着が持てる教育史とします。  

⑸ Ｉ Ｃ Ｔ （ 情報通信技術） を活用することにより 、 国内外に広く 港区の魅力を発信

します。  

⑹ 収集した資料及び今後新たな研究・ 検証に基づく 資料は継続的に収集を行い、 管

理・ 保管して後世に残すとともに、 定期的に検証します。  

⑺ 子どもや保護者、地域の方々の視点で「 く らしと教育編（ 仮称）」 を新たに編さ ん

し、 広く 区民に手に取ってもらう ためのわかり やすい教育史とします。  

 

２  編さん期間 

平成２ ８ 年度から平成３ ４ 年度まで 

 

３  公開・ 刊行年月 

平成32 年３ 月予定 資料でみる普及版 

平成33 年３ 月予定 港区教育史 通史編・ 資料編 

平成35 年３ 月予定 港区教育史 く らしと教育編 

 

４  成果物 

⑴ 港区教育史（ ＷＥ Ｂ版・ 書籍版）  

   ①通史編 

   ②資料編 

   ③く らしと教育編 

⑵ 資料でみる普及版（ ＷＥ Ｂ版）  



参考資料５ 
 

令和２(2020)年１月30日 第７回(令和元年度 第１回)編さん委員会資料 

 

 
( 第 ３ 回 港 区教 育史 編 さ ん 委 員会 平成 29( 2017) 11 月 17 日 決定)  

 

資料⑧ 

 

港区教育史の構成について 

 

 スケジュ ールの見直し を 受け、 成果物は下記のと おり と なり まし た。  

 

 

１  港区教育史：『（ 仮称） 新・ 港区教育史』（ ＷＥ Ｂ 版・ 書籍版＜Ａ ５ ＞）  

※構成案の詳細は別紙②を 参照 

 （ １ ） 通史編 

刊行年月： 平成 32 年度まで（ 平成 33 年 3 月）  

・ 旧教育史の第１ 章～第６ 章を 最大限生かし 、 新規執筆ではなく 検証の上、 解題を  

付す。 第７ 章は、 昭和６ ０ 年頃から 平成期にわたる生涯学習時代の港区の教育の 

歴史を新たに執筆する。  

 

（ ２ ） 資料編 

刊行年月： 平成 32 年度まで（ 平成 33 年 3 月）  

・ 港区の教育に関する統計資料や各種データ 等を取り まと め、 掲載する。  

 

（ ３ ） く ら し と 教育編 

刊行年月： 平成 34 年度まで（ 平成 35 年 3 月）  

・ 調査を通じ て新たに確認さ れた史実に基づき 、 広く 区民に手に取っ ても ら える港 

区の教育史を主題別に新規執筆する。  

・ 子ども や保護者、 地域の方々の視点から 再確認でき るよう な内容と する。  

 

 

２  資料でみる普及版：『（ 仮称） 資料でみる港区の教育』（ ＷＥ Ｂ 版）  

    公開年月： 平成 31 年度まで（ 平成 32 年 3 月）  

・ 港区の教育の歴史を写真・ 図表などの資料を 中心に視覚的に紹介する。  

・ 区民が身近に感じ ら れる、 分かり やすく 親し みやすい内容と する。  

・ Ｉ Ｃ Ｔ 等を 用いた授業の教材と し ても 活用でき る内容と する。  

・ 港区の教育に関する歴史資料をデジタ ル化し てＷＥ Ｂ に搭載し 、 区民が資料を 通 

じ て港区の教育の歩みについて学び、 調べるこ と ができ る環境を 構築する。  

・ ＷＥ Ｂ 版の特性を活かし 、 継続的に更新可能なし く みと する。  

 

※下線部が変更箇所です。  



令和２(2020)年５月27日 第８回(令和２年度 第１回)編さん委員会決定 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 9月 10月 2月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

確
認

確
認

確
認

公
開

10月 11月

教育史編さん事業全体スケジュール(案)

平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

平成31年度/令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

教委
検証

刊本
編集･校正

前回(平成29年度)

変更時
※ 作成・編集等

全体
監修

刊本/Web 編集・校正・制作

※ 前回のスケジュール変更は、平成29年11月17日第３回教育史編さん委員会 7月 8月 11月 12月 1月 3月

教
委
確
認

部
分
監
修

前回(平成29年度)

変更時
※ 資料調査・整理/検証・解題執筆

全体
監修

刊本/Web 編集・校正・制作

議会

港
区
教
育
史

【
刊
本
・
w
e
b

】

通
史
編

既存教育史
序章～第６章

（既存教育史を最大限生かす)

変更後 資料調査・整理・検証

部
分
監
修

資料調査・整理・
図版等許諾手続き Web

編集･校正

第７章
（新規執筆)

変更後
原稿執筆

教委
検証

原稿執筆 教委
検証

当初計画時 検証・補註
全体
監修

刊本 編集・校正・監修 印刷・製本・配本

Web 編集・校正・制作 公開

前回(平成29年度)

変更時
※

資料調査・整理/原稿執筆 全体
監修

刊本/Web 編集・校正・制作
部分監修

資料編
(再編)

変更後 資料調査・整理・検証・図版等許諾手続き

当初計画時 執筆
部分
監修

全体
監修

刊本 編集・校正・監修 印刷・製本・配本

Web 編集・校正・制作 公開

印刷・製本

資料調査・整理 資料調査・整理 Web
編集･校正

Web
編集･校正 Web 編集・校正・制作

公開
準備

刊本
編集･校正

教
委
確
認

部
分
監
修

刊本
編集･校正 全体

監修

刊本 編集・校正・制作

刊本 編集・校正・制作
印刷・製本・

配本

Web 編集・校正・制作
公開準備・

公開

当初計画時 検証・補註
全体
監修

刊本 編集・校正・監修 印刷・製本・配本

Web 編集・校正・制作 公開

変更なし
前回(平成29年度)

変更時
※

全体
監修

教
委
確
認

Web
編集・校正

刊本

　編集･

校正

刊本
　編集･校正

Web
編集・校正

公開
準備

印刷・製本

刊本
編集･校正 全体

監修

刊本 編集・校正・制作 印刷・製本

(仮題)
解題執筆

Web
編集･校正

Web
編集・
校正

刊本
　編集･
校正

Web
編集･校正

Web
編集･校正 Web 編集・校正・制作

教
委
確
認

部
分
監
修

刊本
編集･校正 全体

監修

刊本 編集・校正・制作

Web 編集・校正・制作
公開
準備

教
委
確
認

部
分
監
修

資料調査・整理・
図版等許諾手続き

刊本
編集･校正

｢見る・知る・伝える｣
～港区教育アーカイブ～

(新規制作)

【
w
e
b

】

原稿執筆
史資料調査・整理

刊本 『普及版』の
編集作業
(日本語)

教委
検証

変更なし
前回(平成29年度)
変更時に新たに追加

構成・編集等 Web制作 令和２年３月Web公開後、
年３回Ｗeb更新

当初計画時 執筆

くらしと教育編
(新規執筆)

Web 編集・校正・制作 確認・修正

英訳・英訳校正
英訳
割付

最終
承認

印刷・製本・配本

W
e
b
公

開

令和5年3月 刊本刊行・WEB公開

令和３年３月

刊本刊行・WEB公開

令和４年３月

刊本刊行・WEB公開

令和３年３月

刊本刊行・WEB公開

令和４年３月

刊本刊行・WEB公開

令和３年３月

刊本刊行・WEB公開

令和４年３月

刊本刊行・WEB公開

参考資料６


